
PDCAサイクル評価状況

対応　診療科等 項目８

外来化学療法室において、公益社団法人日本看護協会
が認定を行うがん看護専門看護師や化学療法看護認定
看護師をはじめとするがん看護を専門とする看護師を中
心として、治療の有害事象を含めた苦痛のスクリーニン
グを行い、主治医と情報を共有できる体制を整備し、整
備体制について、がん患者とその家族に周知する。

対応　診療科等 項目９

○腫瘍センター

新規抗がん剤（特に分子標的剤）導入にあたり、多職
種医療チームを結成し、適正使用レジメン、有害事象
の把握と対策を導入前に検討し、導入後の患者指導
やケアをスムーズに行う。

奈良県立医科大学附属病院　「PDCAサイクル評価項目」ならびに「PDCAサイクル評価状況」

院内PDCAサイクル評価シートにを用いて、それぞれの項目についてPlanにもとづいてDo,Check,Actを行っています。緩和ケアに関する７つの項目および腫瘍セン
ターに関する２つの項目について、１）関連する診療科、部署等がまず、まず目標を設定して行動計画計画を作成し（Plan）、２）それに従って具体的な行動を開始し
ました（Do）。３）次に、PDCAサイクル評価委員によって、評価シートによる個別チェックおよびPDCA評価委員会における評価、関係者との面談を行いました
（Check）。PDCAの評価では、実施状況についておおむね良好でありました。

○緩和ケアセンター
（呼吸器・アレルギー・血液内科）
（放射線治療・核医学科）

がん疼痛や呼吸困難などに対する症状緩和や医療用麻
薬の適正使用を目的とした院内マニュアルを整備すると
共に、これに準じた院内クリティカルパスを整備し活用状
況を把握する等、実効性のある診療体制を整備する。

○緩和ケアセンター

がん患者の身体的苦痛や精神心理的苦痛、社会的
苦痛等のスクリーニングを診断時から外来および病
棟にて行うこと。また、院内で一貫したスクリーニング
手法を活用する。

○緩和ケアセンター

スクリーニングされたがん疼痛をはじめとするがん患者
の苦痛に対して、アに規定する緩和ケアチームと連携し
迅速かつ適切に緩和する体制を整備する。

○緩和ケアセンター

がん疼痛をはじめとするがん患者の苦痛に対して、
必要に応じて初回処方を緩和ケアチームで実施する
など、院内の診療従事者と連携し迅速かつ適切に緩
和する体制を整備する。

○緩和ケアセンター
（がん相談支援センター）

緩和ケアに係る診療や相談支援の件数および内容、医
療用麻薬の処方量、苦痛のスクリーニング結果など、院
内の緩和ケアに係る情報を把握・分析し、評価を行う。

○緩和ケアセンター
緩和ケアチームへがん患者の診療を依頼する手順に
は、医師だけではなく、看護師や薬剤師など他の診
療従事者からも依頼できる体制を確保する。

○緩和ケアセンター

○腫瘍センター

対応　診療科等 項目１ 対応　診療科等 項目２

①施設に所属する卒後２年目から５年目までの全ての医
師が当該研修を修了する体制を整備する。
②研修修了者について、患者とその家族に対してわかり
やすく情報提供する。

対応　診療科等 項目３ 対応　診療科等 項目４

対応　診療科等 項目７

対応　診療科等 項目５ 項目６対応　診療科等


